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重
二
0
0
五
年
一
月
、
阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら

1
0
年
が
経
っ
た
機
会
に
、
兵
庫
県
神
戸
市
で

国
連
防
災
世
界
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
議
の
中
で
、
「
文
化
遺
産
の
危
機
管
理
」
と

題
す
る
分
科
会
が
、
文
化
庁
、
ユ
ネ
ス
コ
、
イ

ク
ロ
ム
の
共
催
に
よ
り
開
か
れ
ま
し
た
。

一
九
九
0
年
代
は
「
国
際
防
災
の
一

0
年」

で
し
た
が
、
九
四
年
の
第
一
回
防
災
世
界
会
議

（
横
浜
市
）
を
は
じ
め
、
一
連
の
取
組
の
中
で
、

文
化
財
の
防
災
が
議
論
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
前
記
分
科
会
は
、
防
災
に
関
す

る
国
際
会
議
に
初
め
て
文
化
財
を
テ
ー
マ
と
し

て
掲
げ
た
も
の
で
す
。
そ
の
成
果
と
し
て
、
「
ニ

0

0
五
ー
ニ

0

一
五
兵
庫
行
動
枠
組
」
に
は
、

災
害
に
対
す
る
十
分
な
抵
抗
力
を
も
た
せ
、
保

護
な
ら
び
に
強
化
す
べ
き
重
要
な
公
的
施
設
に
、

て
、
兵
庫
県
で
も
県
地
域
防
災
計
画
を
改
め
ま

し
た
。
兵
庫
県
で
は
、
二
0

0
一
年
か
ら
ヘ
リ

テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
講
習
会
も
開
始
し
、

平
時
の
文
化
財
建
造
物
保
護
活
動
の
み
な
ら
ず
、

災
害
時
の
被
害
調
査
等
に
寄
与
で
き
る
人
材
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
重
要
文

化
財
（
建
造
物
）
に
つ
い
て
は
、
指
定
建
造
物

の
耐
震
性
能
の
強
化
や
、
防
災
施
設
（
例
こ
消

火
設
備
）
、
保
存
施
設
（
例
こ
覆
屋
）
の
耐
震
化

な
ど
が
大
き
な
課
題
と
な
り
、
こ
の
一

0
年
間

で
一
定
の
成
果
を
現
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か

ら
は
、
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
耐
震
診
断
事

業
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
文
化
財
を
地
域
と
一

体
的
に
守
ろ
う
と
す
る
考
え
が
示
さ
れ
始
め
て

い
る
こ
と
で
す
。
文
化
財
に
対
す
る
社
会
の
認

識
の
深
ま
り
と
、
大
規
模
地
震
等
に
対
す
る
危

機
管
理
の
意
識
の
高
ま
り
が
相
ま
っ
て
、
こ
う

し
た
考
え
は
、
む
し
ろ
、
文
化
財
保
護
以
外
の

分
野
か
ら
強
く
打
ち
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

中
央
防
災
会
議
に
よ
る
東
南
海
・
南
海
地
震

対
策
大
綱
（
二
0

0
三
年
―
二
月
）
で
は
、
推

文
化
財
と
地
域
を
一
体
的
に
守
る

国
連
防
災
世
界
会
議

学
校
、
病
院
等
と
並
ん
で
「
文
化
的
に
重
要
な

土
地
及
び
構
築
物
」
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

防
災
世
界
会
議
で
は
、
ま
た
、
文
化
遺
産
の

防
災
研
究
に
携
わ
る
大
学
、
学
会
、

N
P
O
等

が
、
立
命
館
大
学
の
呼
び
か
け
に
よ
り
「
文
化

遺
産
防
災
連
絡
会
議
」
を
結
成
し
、
「
文
化
遺
産

を
災
害
か
ら
守
る
た
め
に
」
と
題
す
る
パ
プ
リ

ッ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

文
化
財
防
災
を
考
え
る
一
連
の
場
の
提
供
は
、

阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
日
本
だ
か
ら
こ

そ
行
い
得
た
国
際
貢
献
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

一
九
九
五
年
一
月
に
生
じ
た
阪
神
淡
路
大
震

災
は
、
大
規
模
地
震
に
お
け
る
文
化
財
の
保
護
、

特
に
未
指
定
の
文
化
財
や
密
集
市
街
地
の
中
の

文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
大
き
な
課
題
を
投
げ

進
す
べ
き
計
画
的
か
つ
早
急
な
予
防
対
策
の
一

っ
と
し
て
文
化
財
保
護
対
策
の
実
施
を
謳
い
、

周
辺
市
街
地
の
不
燃
化
対
策
、
緑
地
の
保
全
等

に
よ
る
延
焼
防
止
対
策
、
崖
崩
れ
防
止
対
策
な

ど
、
文
化
財
周
辺
の
環
境
整
備
を
進
め
る
べ
き

と
し
て
い
ま
す
。

二
0

0
三
年
に
は
、
ま
た
、
内
閣
府
、
国
土

交
通
省
、
消
防
庁
、
文
化
庁
に
よ
り
「
災
害
か

ら
文
化
遺
産
と
地
域
を
ま
も
る
検
討
委
員
会
」

（
委
員
長
こ
土
岐
憲
三
・
立
命
館
大
学
教
授
）
が

組
織
さ
れ
、
「
地
震
災
害
か
ら
文
化
遺
産
と
地
域

を
ま
も
る
対
策
の
あ
り
方
」
（
二

0

0
四
年
七

月
）
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
委
員
会
報

告
で
は
、
法
律
等
で
指
定
、
登
録
さ
れ
て
い
な

く
と
も
、
あ
る
い
は
、
法
律
等
に
よ
る
文
化
財

の
定
義
に
含
ま
れ
て
い
な
く
と
も
、
地
域
の
核

と
さ
れ
る
文
化
的
な
遺
産
を
広
く
「
文
化
遺
産
」

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。

特
集
の
趣
旨

こ
の
よ
う
な
社
会
の
趨
勢
を
と
ら
え
、
文
化

庁
で
は
、
関
係
者
と
適
切
に
協
働
で
き
る
よ
う
、

文
化
財
建
造
物
の
防
災
に
係
る
基
本
的
な
考
え
．

方
や
、
知
識
、
技
術
の
共
有
化
を
広
く
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
後
の

文
化
財
防
災
の
発
展

か
け
ま
し
た
。

文
化
庁
で
は
一
九
九
六
年
に
文
化
財
保
護
法

を
改
正
し
、
登
録
有
形
文
化
財
（
建
造
物
）
の

制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
建
築
後
お

お
む
ね
五
0
年
を
経
過
し
た
歴
史
的
建
造
物
の

う
ち
、
一
定
の
評
価
を
得
た
も
の
を
広
く
文
化

財
と
位
置
づ
け
、
緩
や
か
に
守
っ
て
い
く
も
の

で
す
。
今
日
ま
で
に
、
約
五
0
0
0
棟
が
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。
二
0

0
五
年
四
月
に
は
、
制

度
が
有
形
文
化
財
（
美
術
工
芸
品
）
、
有
形
の
民

俗
文
化
財
、
記
念
物
に
も
拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
九
六
年
に
は
、
ま
た
、
文
化
庁
防
災
計

画
が
改
正
さ
れ
、
文
化
財
等
救
援
委
員
会
の
組

織
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大

震
災
直
後
に
は
、
兵
庫
近
隣
府
県
の
文
化
財
担

当
者
等
を
文
化
庁
が
組
織
し
、
文
化
財
の
救
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
改
正
は
、
そ
の
と

き
の
経
験
に
基
づ
く
も
の
で
す
。
こ
れ
を
受
け

文
化
財
建
造
物
の
防
災
に
は
、
防
火
、
防
犯

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
含
ま
れ
ま
す
。

本
誌
で
は
、
本
年
度
が
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）

環
境
保
全
事
業
を
創
設
し
て
四
0
年
の
節
目
を

迎
え
る
こ
と
か
ら
、
地
震
や
台
風
時
の
土
砂
崩

れ
や
倒
木
を
予
防
す
る
な
ど
、
指
定
建
造
物
を

良
好
に
維
持
す
る
環
境
の
保
全
（
環
境
保
全
）

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
法
が
規
定
す
る
環
境
保
全
は
、

文
化
財
の
保
存
に
必
要
な
地
域
に
限
ら
れ
る
狭

義
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
補
助
事
業
と
し
て
実

施
す
る
と
き
に
は
、
原
則
と
し
て
事
業
者
（
所

有
者
ま
た
は
管
理
団
体
）
の
所
有
権
が
及
ぶ
範

囲
に
限
定
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
地
形
、
植
生
、

土
地
全
体
の
文
化
的
意
義
等
が
包
括
的
に
考
慮

さ
れ
、
広
義
な
歴
史
的
風
致
の
保
全
へ
と
発
展

さ
せ
る
足
掛
か
り
と
な
る
も
の
で
す
。

大
規
模
な
地
震
が
警
戒
さ
れ
る
今
日
、
文
化

財
建
造
物
の
環
境
保
全
の
必
要
は
ま
す
ま
す
蕎

ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
取
組
が
、
地
域
の
防
災

対
策
の
中
に
適
切
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
よ
り
大

き
な
効
果
を
発
揮
す
る
よ
う
、
本
特
集
が
そ
の

一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

文化庁文化財部参事官

（建造物担当）

苅谷勇雅
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圏國

・環境保全にかかわる主な施策や取組等

昭和 4 国宝保存法を制定

， 
室戸台風

15 国宝建造物維持修理要項を発布

23 北陸大地震

25 文化財保護法を制定 ジェーン台風キジャ台風

27 防災5カ年計画（環境保全を含む）始まる 吉野地震

孝恩寺（大阪）で河川氾濫を防止する土留工事

春日大社．大神神社（奈良）の倒木防止工事

薬師寺（奈良）境内の排水工事

28 長命寺本堂（滋賀）で，地震で崩壊した石垣の補修 台風13号

29 文化財保護強調週間（第1回）実施

30 文化財防火デー（第1回）実施

31 二条城二の丸（京都）の西橋を RC造t・こ改修し，消防用道路として整備

34 元興寺極楽坊（奈良）で隣接建物の撤去による火除地の設定 伊勢湾台風

尾崎神社（石川），大報恩寺（京都）に延焼防止用のRC造防火壁を建設

36 第二室戸台風

37 建造物課に文化財管理指導官を置く

青岸渡寺（和歌山）に消防道路を建設

40 「環境保全」の予算計上が始まる 台風23号

41 台風26号

42 指定文化財保存管理調査（第2回）を全国的に実施

45 台風10号．台風19号

46 蟻害緊急調査始まる (~48年度）

47 「蟻害防除」の予算計上が始まる (~51年度）

50 文化財保護法を改正（建造物と一体をなして価値を形成している土地等の

指定が可能となる。伝統的建造物群保存地区制度の創設。）

51 重要伝統的建造物群保存地区の防災事業が始まる

53 重要文化財（建造物）管理実態調査を実施 宮城県沖地震

54 指定文化財管理費補助制度が始まる 台風16号， 20号

平成 3 台風19号

5 夏季の豪雨ならびに台風7号

7 阪神淡路大震災

8 「文化財建造物等の地震時における安全性確保に関する指針」を策定

10 重要文化財（建造物）環境保全事業で危険木対荼を始める 台風7号，台風10号

11 「重要文化財（建造物）耐震診断指針」を策定 台風18号

「重要文化財（建造物）所有者診断実施要領」を策定

「重要文化財（建造物）保存活用計画策定指針」を策定

12 鳥取酉部地霙

13 「重要文化財（建造物）基礎診断実施要領」を策定 芸予地震台風16号

15 宮城県沖地震、台風10号

16 新潟県中越地震．台風18号． 23号

17 重要文化財（建造物）耐震診断事業が始まる 福岡県西方沖地震

い
、
防
蛾
・
防
虫
処
理
等
）

③
保
存
に
必
要
な
施
設
・
設
備
や
そ
の
他
の
物
件
の

管
理
（
防
火
施
設
・
管
理
棟
の
設
置
・
改
修
・
維

持
管
理
、
敷
地
の
管
理
等
）

①
、
②
の
よ
う
に
、
た
び
重
な
る
出
費
が
所
有
者

の
負
担
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
指
定
文
化
財
管

理
費
国
庫
補
助
に
よ
り
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

③
に
お
け
る
防
火
施
設
の
設
置
や
敷
地
管
理
に
要

す
る
斜
面
整
備
な
ど
、
多
額
の
経
費
を
要
す
る
行
為

に
つ
い
て
は
、
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
防
災
施
設

事
業
あ
る
い
は
環
境
保
全
事
業
と
し
て
国
庫
補
助
を

行
い
、
所
有
者
や
管
理
団
体
の
取
組
を
支
援
し
て
き

ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
事
業
も
、
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
す
災
害
か
ら
文
化
財
を
守
る
も
の
で
あ
り
、
文
化

環
境
保
全
事
業
は
、
指
定
建
造
物
を
良
好
な
環
境

で
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
次
の
事
柄
を
推
進
す
る

も
の
で
す
。

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
環
境
保
全

庁
で
は
常
に
優
先
的
な
課
題
と
し
て
き
ま
し
た
。

写真1 平成16年9月，台風18号により法

面が崩落し，重文・英彦山神社奉幣殿（福

岡）が被害を受けた

平
成
一
七
年
四
月
現
在
、
三
九
七
一
棟
の
建
造
物

が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
約
九

割
が
木
造
で
す
。
そ
の
中
に
は
、
屋
根
を
檜
皮
や
茅

な
ど
の
可
燃
性
資
材
で
葺
く
も
の
も
四
割
程
度
含
ま

れ
、
火
災
へ
の
備
え
は
重
要
な
事
項
で
す
。

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
に
は
、
傾
斜
地
や
山
麓
に

敷
地
を
造
成
し
、
背
後
に
急
峻
な
斜
面
を
背
負
う
も

の
、
あ
る
い
は
、
山
林
や
湖
海
と
一
体
的
に
歴
史
的

風
致
を
形
成
す
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
建
造
物
は
、
地
震
や
台
風
に
伴
う
地
す
べ
り
、

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
と
災
害

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
管
理

強
風
に
伴
う
周

辺
樹
木
の
倒
木

や
落
枝
な
ど
の

自
然
災
害
と
も

常
に
向
か
い
合

っ
て
い
ま
す

（
写
真

1、
2

)

。

瞬
時
に
大
き

な
被
害
を
も
た

ら
す
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

鳥
や
動
物
、
虫

に
よ
る
被
害
も

文
化
財
所
有
者
を
悩
ま
せ
る
も
の
で
す
。

自
然
災
害
の
ほ
か
、
災
害
に
は
人
為
的
災
害
も
含

ま
れ
ま
す
。
故
意
（
落
書
、
放
火
等
）
あ
る
い
は
過

失
（
車
の
接
触
、
失
火
等
）
に
よ
る
重
要
文
化
財
（
建

造
物
）
（
の
き
損
は
毎
年
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
指
定
制
度
は
、
我
が

国
に
と
っ
て
歴
史
上
、
芸
術
上
ま
た
は
学
術
上
の
価

値
が
高
い
建
造
物
を
厳
選
し
て
指
定
し
、
恒
久
的
に

保
護
す
る
も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
か
ら
文
化

財
を
守
り
、
そ
の
価
値
を
将
来
に
わ
た
っ
て
維
持
す

る
に
は
、
常
に
良
好
な
状
態
で
管
理
し
、
必
要
に
応

じ
て
修
理
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
重
要
文
化
財

（
建
造
物
）
の
管
理
に
は
以
下
の
行
為
が
含
ま
れ
ま
す
。

①
日
常
的
な
管
理
（
見
廻
り
、
除
草
、
建
物
や
雨
樋
．

排
水
溝
な
ど
の
清
掃
等
）

②
小
修
理
（
雨
漏
り
防
止
等
の
応
急
措
置
、
壁
の
繕

く修理前＞

く修理後＞

写真2 平成11年9月，台風18号により厳島神社（広島）

の社殿が被害を受けた。写真は本社祓殿左門客神社本殿及

びその覆屋

出典：国宝厳島神社本社祓殿附左門客神社本殿ほか 3棟保

存修理（災害復旧）工事報告書
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財
（
建
造
物
）
環
境
保
全
事
業
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

【
環
境
の
理
解
の
深
ま
り
】

覆
屋
の
設
置
・
改
修
に
お
い
て
は
、
「
環
境
」
の
理

解
に
歴
史
的
風
致
へ
の
配
慮
の
広
が
り
が
う
か
が
え

ま
す
。覆
屋
は
重
要
な
建
物
を
保
護
す
る
伝
統
的
な
方
法

で
す
。
覆
屋
そ
の
も
の
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
も
の
や
、
文
化
財
建
造
物
と
一
体
的
に
扱
う
必
要

が
あ
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
覆
屋
の
改
修
は
環
境
保

全
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
保
存
修
理
事
業
や
防
災
施

設
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

機
能
上
、
風
や
雪
、
地
震
な
ど
に
対
し
て
十
分
に

強
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
昭
和
五
0
年
代
ま

で
は
、
覆
屋
を
鉄
骨
造
や
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
で
新
築
・
改
修
す
る
事
例
が
多
く
見
ら

れ
ま
し
た
。

平
成
―
ニ
ー
一
三
年
度
に
実
施
さ
れ
た
十

島
菅
原
神
社
本
殿
（
熊
本
）
の
覆
屋
整
備
で

は
、
本
殿
の
解
体
修
理
の
中
で
十
分
な
根
拠

が
見
い
だ
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
本
殿
と
と
も

に
覆
屋
も
復
原
し
、
屋
根
は
茅
葺
と
さ
れ
ま

し
た
（
写
真
4

)

。
防
災
上
の
観
点
か
ら
は
、

こ
れ
が
保
存
施
設
と
し
て
適
切
で
あ
る
か
が

大
き
く
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
殿

周
辺
に
残
る
社
叢
に
防
風
林
、
防
火
帯
と
し

て
の
機
能
を
見
い
だ
せ
る
こ
と
も
あ
り
、
歴

史
的
な
姿
を
再
現
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
ろ
か
ら
、
覆
屋
の
改
修
に
お
い

一
く修理後＞ ＜修理前＞

写真5 平成10年9月，日本列島を縦断した台風7号は近畿地方を暴

風域に巻き込み，国宝・室生寺五重塔（奈良）も倒木により大きな

被害を受けた

出典：国宝室生寺五重塔保存修理（災害復旧）工事報告書

写真3 平成15年度実施の重文・神門神社本殿（宮崎）の覆屋

改修。妻梁・軒桁と差物の間に筋交いを入れ、構造を補強した

【
防
火
上
必
要
な
土
地
の
整
備
】

＊
消
防
道
路
の
設
置
訊
山
中
な
ど
緊
急
車
輌
の
進
入

が
困
難
な
所
に
消
防
用
の
道
路
を
設
置
。

＊
火
除
地
の
設
定
二
市
街
地
火
災
や
山
林
火
災
に
よ

る
延
焼
が
懸
念
さ
れ
る
建
造
物
に
対
し
て
火
除
地

を
設
定
。

【
重
要
文
化
財
周
辺
の
環
境
の
整
備
】

＊
擁
壁
の
設
置
~
崩
壊
や
地
す
べ
り
の
発
生
が
建
造

物
の
保
存
に
影
響
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
が
あ
る
傾
斜

地
の
補
強
な
ら
び
に
整
備
。
建
造
物
を
直
接
的
、

間
接
的
に
支
持
す
る
石
垣
等
の
積
み
直
し
。

＊
排
水
施
設
の
設
置
益
筵
造
物
の
屋
根
か
ら
落
ち
る

雨
水
や
、
周
辺
の
土
地
か
ら
流
れ
こ
む
雨
水
を
適

切
に
排
水
す
る
施
設
の
設
置
・
改
修
。

＊
危
険
木
対
策
二
倒
木
や
落
枝
が
建
造
物
の
保
存
に

影
響
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
が
あ
る
樹
木
の
伐
採
、
枝

打
ち
、
支
持
材
設
置
、
樹
勢
回
復
等
の
措
置
。
ま

た
、
こ
れ
ら
の
対
策
に
必
要
な
樹
木
診
断
。

【
重
要
文
化
財
の
保
存
施
設
の
設
置
】

＊
保
護
柵
の
設
置
る
指
定
建
造
物
の
防
火
や
防
犯
上

必
要
な
境
界
柵
や
塀
等
の
設
置
・
改
修
。

＊
覆
屋
の
設
置
二
勾
塔
の
風
化
を
防
止
し
た
り
、
小

規
模
な
神
社
建
築
等
を
風
雨
か
ら
保
護
す
る
た
め

の
覆
屋
の
建
設
・
改
修
（
写
真
3

)

。

礫
境
保
全
の
取
組
の
発
展

「
環
境
保
全
」
の
考
え
は
、
昭
和
一
五
年
発
布
の

「
国
宝
建
造
物
維
持
修
理
要
項
」
で
、
初
め
て
明
記
さ

れ
ま
し
た
。
文
化
財
保
護
法
の
前
身
に
あ
た
る
国
宝

保
存
法
で
は
、
国
宝
の
維
持
修
理
に
対
す
る
補
助
金

の
交
付
を
謡
っ
て
い
ま
し
た
。
前
述
の
要
項
で
は
、
維

持
修
理
を
「
国
宝
建
造
物
の
保
存
の
た
め
当
該
建
造

物
を
修
繕
し
、
な
お
こ
れ
に
付
随
し
て
必
要
な
る
保

存
施
設
（
防
火
施
設
、
排
水
施
設
、
防
虫
施
設
、
保

護
柵
、
覆
屋
、
注
意
札
等
）
を
講
ず
る
こ
と
」
と
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
本
格
的
な
措
置
が
講
じ
ら
れ

る
の
は
、
昭
和
二
五
年
に
文
化
財
保
護
法
が
制
定
さ

れ

て

か

ら

で

し

た

。

‘

初
期
の
事
例
と
し
て
は
、
昭
和
二
七
年
に
実
施
さ

れ
た
国
宝
・
孝
恩
寺
観
音
堂
（
大
阪
）
前
の
河
川
氾

濫
を
防
止
す
る
土
留
工
事
、
春
日
大
社
（
奈
良
）
境

内
の
倒
木
防
止
工
事
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

て
は
、
構
法
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
周
辺
の
環
境
が
も

つ
防
災
性
能
や
歴
史
的
文
脈
に
つ
い
て
も
十
分
に
検

討
が
加
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
危
険
木
対
策
】

平
成
一
0
年
の
台
風
七
号
お
よ
び
一
0
号
で
は
、

一
五
0
件
を
超
え
る
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
被

害
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
年
の
台
風
被
害
の
特

徴
は
、
建
物
周
辺
で
発
生
し
た
倒
木
や
土
砂
崩
れ
に

よ
り
、
二
次
的
に
文
化
財
建
造
物
が
大
き
な
被
害
を

こ
う
む
っ
た
こ
と
で
す
（
写
真
5

)

。

周
辺
環
境
ま
で
含
め
た
文
化
財
の
管
理
の
大
切
さ

を
見
直
す
中
で
、
文
化
庁
で
は
、
林
野
庁
の
技
術
協

力
を
得
て
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
の
周
辺
環
境
に

今
日
ま
で
の
環
境
保
全
の
取
組
は
、
擁
壁
の
設
置
・

改
修
、
排
水
溝
の
整
備
を
中
心
に
行
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
事
業
の
流
れ
を
見
る
と
時
代
ご
と
に
傾
向
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
都
市
化
へ
の
対
応
】

例
え
ば
、
昭
和
三
0
年
代
か
ら
は
、
消
防
道
路
や

火
除
地
を
設
定
す
る
大
規
模
な
事
業
の
必
要
性
が
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
急
激
な
都
市
化
の
中
で
、

文
化
財
建
造
物
の
周
辺
が
市
街
化
す
る
こ
と
と
関
係

し
ま
す
。
近
隣
の
民
家
と
軒
を
接
す
る
な
ど
の
問
題

が
生
じ
、
延
焼
防
止
の
措
置
を
と
る
必
要
が
商
ま
り

ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
昭
和
四
0
年
に
環

境
保
全
の
予
算
が
独
立
し
て
計
上
さ
れ
、
重
要
文
化

関
す
る
悉
皆
的
な
実
態
調
査
を
実
施
し
、
平
成
一
―

年
一
月
に
は
樹
木
医
等
に
よ
る
樹
木
診
断
と
、
伐
採
、

支
持
材
の
設
置
、
樹
勢
回
復
等
の
必
要
な
措
置
を
「
危

険
木
対
策
」
と
し
て
環
境
保
全
事
業
の
中
で
行
え
る

よ
う
、
補
助
金
の
制
度
を
整
え
ま
し
た
。

文
化
財
保
護
法
に
お
け
る
環
境
保
全
の
条
項
（
第

四
五
条
）
は
、
保
護
の
措
置
を
指
定
物
件
に
限
ら
ず
、

そ
の
周
囲
の
土
地
や
建
物
、
樹
木
等
に
も
及
ぼ
す
根

拠
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
保
存
の
た
め
に
必
要
な
範

囲
」
に
限
定
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
現
場
で
の
対
応
に
お
い
て
は
、
地
域
の

物
理
的
環
境
の
変
化
に
応
じ
た
、
か
つ
、
そ
の
時
代

に
お
け
る
「
環
境
」
の
意
味
を
考
慮
し
た
対
策
が
請

じ
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

文
化
財
と
地
域
を
災
害
か
ら
一
体
的
に
守
ろ
う
と

す
る
気
運
が
高
ま
る
中
、
ま
た
、
景
観
法
に
よ
る
地

域
ご
と
の
景
観
整
備
が
促
進
さ
れ
よ
う
と
す
る
現
在
、

文
化
財
建
造
物
が
地
域
防
災
や
地
域
の
景
観
形
成
の

核
と
し
て
認
識
さ
れ
、
よ
り
広
い
理
解
で
の
環
境
保

全
が
関
係
者
の
協
働
に
よ
り
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
文
化
財
の
社
会
的

位
置
づ
け
を
高
め
る
と
と
も
に
、
文
化
財
の
防
災
に

係
る
基
本
的
な
考
え
方
が
広
く
理
解
さ
れ
る
必
要
が

あ
り
、
活
用
の
促
進
な
ら
び
に
普
及
啓
発
活
動
の
推

進
そ
の
も
の
が
、
よ
り
好
ま
し
い
「
環
境
保
全
」
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
．

今
後
の
取
組
に
向
け
て

写真4'重文・十島菅原神社本殿（熊本）の覆屋

出典：重要文化財十島菅原神社本殿他保存修理工事報告書
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全
~
保＂境＂環＂の~

物
~
造＂建＂ォ・月・

レ
し
＂
,1 
文
~冒

• 
・暉瓢饂疇

平
成
―
二
年
の
秋
、
高
良
大
社
に
設
置
さ
れ
た
防

災
施
設
が
機
能
不
良
と
な
り
ま
し
た
。
設
備
点
検
の

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が
複
合
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

高
良
大
社
境
内
に
お
け
る
地
盤
沈
下
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
を
突
き
止
め
る
べ
く
、
「
地
表
地
質
踏
査
」
「
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
」
「
標
準
貫
入
試
験
」
「
孔
内
傾
斜
計
観

測
」
「
自
記
水
位
計
観
測
」
な
ど
を
含
む
地
盤
調
査
が

計
画
さ
れ
ま
し
た
。
調
査
は
地
質
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
委
託
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

調
査
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
以
下
の
三
つ
の
結
果
か

ら
、
境
内
で
地
す
べ
り
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
ぼ

確
実
と
な
り
ま
し
た
。

■
境
内
の
地
層
は
岩
盤
、
風
化
岩
、
盛
土
の
三
層
か

ら
な
り
、
最
下
層
の
岩
盤
は
「
流
れ
盤
」
と
い
う

滑
り
や
す
い
地
盤
構
造
で
あ
る
。

■
梅
雨
時
に
は
地
下
水
位
が
上
昇
し
、
一
日
の
降
雨

量
が
七
0
m
m
を
越
え
る
と
急
激
な
水
位
上
昇
が
観

測
さ
れ
る
。
ま
た
、
地
下
水
位
の
上
昇
に
併
せ
て
｀

最
大
一
m
m
の
地
盤
変
位
が
認
め
ら
れ
る
。

■
拝
殿
前
方
の
土
地
が
幅
約
七
0

m
に
わ
た
っ
て
地

す
べ
り
を
お
こ
し
て
い
る
（
図
1

)

。

地
す
べ
り
防
止
対
策

地
す
べ
り
の
範
囲
が
重
要
文
化
財
の
拝
殿
足
下
ま

で
延
び
る
た
め
、
滑
動
が
継
続
し
て
拝
殿
前
方
の
土

地
が
崩
れ
る
と
、
建
物
基
礎
は
安
定
性
を
大
き
く
欠

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
社
殿
の
転
倒
さ
え
招
き
か
ね
な

い
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
、
地
す
べ
り
防
止
対
策

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

亀
裂
の
発
見
か
ら
調
査
へ

筑
後
一
宮
と
し
て
古
く
か
ら
人
々
の
崇
敬
を
集
め

こ
う
ら
た
い
し
ゃ

る
高
良
大
社
は
、
久
留
米
市
街
南
東
に
位
置
し
、
筑

後
平
野
一
円
を
眼
下
に
望
む
高
良
山
山
頂
近
く
に
鎮

座
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
社
殿
は
久
留
米
藩
三
代
藩

主
・
有
馬
頼
利
の
寄
進
で
造
営
さ
れ
、
寛
文
元
年
（
一

六
六
一
）
に
本
殿
・
幣
殿
・
拝
殿
が
完
成
し
ま
し
た
。

ご
ん
げ
ん
づ
く
り

九
州
地
方
に
お
け
る
江
戸
前
期
の
権
現
造
で
あ
り
、

大
成
さ
れ
た
技
法
と
地
方
色
を
見
せ
る
近
世
建
築
で

あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
昭
和
四
七
年
に
重
要
文
化
財

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
（
写
真
1

)

。

地
盤
の
不
同
沈
下
や
経
年
に
よ
る
社
殿
の
傷
み
が

目
立
ち
、
昭
和
四
九
ー
五
一
年
度
に
は
国
庫
補
助
に

よ
り
解
体
修
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
工
事
で
は

文
化
財
建
造
物
本
体
の
修
理
の
み
な
ら
ず
、
鋼
管
製

支
持
杭
を
社
殿
基
礎
下
に
打
込
み
、
建
物
の
支
持
地

盤
を
強
化
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に

図1：地すべりによる地盤変状線と地すべり防止対策

重要文化財

芦

地すべりの
地盤変状境界

一抑止工II昴’IIIM
地表排水溝........ .. 

地下排水溝
す
き
べ
い

た
め
に
境
内
を
踏
査
し
た
と
こ
ろ
、
東
側
透
塀
布
基

礎
に
幅
三
0
m
m
に
至
る
亀
裂
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
2

)

。
破
断
面
は
新
し
く
、
布
石
が
地
盤
と
と
も
に

引
っ
張
ら
れ
て
壊
れ
た
形
状
を
し
て
い
ま
す
。
所
有

者
に
聞
く
と
、
基
礎
石
の
破
断
だ
け
で
は
な
く
、
防

災
用
の
地
下
配
管
も
地
盤
が
原
因
で
何
度
か
ひ
び
割

れ
を
生
じ
、
漏
水
を
起
こ
し
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

数
日
後
、
久
留
米
市
教
育
委
員
会
が
社
殿
の
四
周

高
良
大
社
の
場
合
は
、
地
盤
の
す
べ
り
を
止
め
る

だ
け
で
な
く
、
す
べ
り
を
発
生
さ
せ
る
地
下
水
位
の

上
昇
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
微

動
し
て
い
る
地
盤
を
力
ず
く
で
止
め
る
「
抑
止
工
」

と
、
地
す
べ
り
を
誘
発
す
る
原
因
を
排
除
す
る
「
抑

制
エ
」
を
組
合
わ
せ
る
こ
と
が
最
も
有
効
と
の
結
論

に
至
り
ま
し
た
。

「
抑
止
エ
」
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
法
枠
を
ア
ー

ス
ア
ン
カ
ー
で
止
め
る
工
法
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
「
抑

制
エ
」
に
は
、
地
表
を
流
れ
る
雨
水
を
確
実
に
排
水

し
、
地
中
に
浸
透
さ
せ
な
い
「
地
表
排
水
工
」
と
、
水

抜
き
ボ
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
地
中
に
貯
ま
る
水
を
排

出
し
て
地
下
水
位
の
上
昇
を
防
ぐ
「
地
下
排
水
エ
」

写真2:透塀布基礎

に見られた亀裂

を
巡
る
透
塀
の
布
基
礎
の
レ
ベ
ル
を
測
り
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
最
大
一
五

em
の
沈
下
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平
坦
で
あ
る
べ
き
地
表
は
、
北
に
向
け
て
緩
や
か
に

傾
斜
し
、
こ
れ
が
塀
を
傾
け
る
直
接
的
原
因
と
な
っ

た
よ
う
で
す
。
あ
ら
た
め
て
境
内
全
域
に
目
を
向
け

る
と
、
参
道
階
段
脇
の
石
灯
籠
が
傾
き
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
階
段
は
圧
縮
に
よ
る
亀
裂
が
入
り
、
裏
山

の
岩
盤
は
節
理
に
沿
っ
て
大
き
な
口
を
開
い
て
い
る

な
ど
、
地
盤
の
変
状
が
原
因
と
さ
れ
る
異
常
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
盤
沈
下
の
原
因
を
突
き
止
め
る
た
め
、
平
成

一
三
年
二
月
か
ら
約
一
年
を
か
け
、
所
有
者
の
自
主

事
業
と
し
て
、
社
殿
が
建
つ
境
内
と
本
殿
裏
山
の
地

盤
変
状
調
査
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

地
盤
変
状
調
査

地
盤
が
沈
下
す
る
原
因
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
代
表
的
な
も
の
で
は
、
①
大
雨
な

ど
が
き
っ
か
け
で
、
地
盤
が
円
弧
す
べ
り
を
起
こ
す
、

②
地
盤
中
に
す
べ
り
面
が
形
成
さ
れ
、
長
い
年
月
を

か
け
継
続
的
に
滑
動
す
る
、
③
地
下
を
流
れ
る
浸
透

流
が
地
中
の
土
砂
を
吸
い
出
し
地
盤
を
沈
下
さ
せ
る
、

を
組
合
わ
せ
た
工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
（
図
1

)

。

対
策
を
十
分
検
討
し
、
平
成
一
四
年
―
二
月
か
ら

国
鹿
補
助
を
受
け
、
地
す
べ
り
対
策
、
裏
山
の
崩
壊

防
止
、
倒
木
対
策
な
ど
を
実
施
す
る
環
境
保
全
事
業

に
着
手
し
ま
し
た
。

環
境
保
全
事
業
を
終
え
て

環
境
保
全
事
業
は
平
成
一
五
年
度
末
ま
で
に
完
了

し
、
平
成
一
六
年
度
に
は
防
災
設
備
を
改
修
す
る
事

業
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
環
境
保
全
事
業
が
完
了
し

た
後
も
、
境
内
で
の
異
常
を
い
ち
早
く
察
知
す
べ
く
、

高
良
大
社
で
は
地
盤
の
状
態
、
水
平
排
水
孔
か
ら
湧

き
出
る
水
の
状
態
、
地
盤
中
の
水
位
の
変
化
の
状
態

な
ど
に
つ
い
て
、
自
主
的
に
定
期
観
測
を
行
っ
て
い

ま
す
。平
成
一
六
年
九
月
に
は
た
び
重
な
る
大
型
台
風
が

九
州
に
上
陸
接
近
し
、
福
岡
県
下
の
文
化
財
建
造
物

に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
半
年
後
の
平

成
一
七
年
三
月
二

0
日
に
は
、
福
岡
県
西
方
沖
地
震

が
発
生
し
、
，
文
化
財
へ
の
被
害
は
久
留
米
市
に
も
及

び
ま
し
た
。
わ
ず
か
半
年
の
間
に
高
良
大
社
は
二
つ

の
大
き
な
天
災
を
経
験
し
ま
し
た
が
、
境
内
と
社
殿

へ
の
被
害
が
ご
く
軽
微
で
あ
っ
た
こ
と
は
不
幸
中
の

幸
い
で
し
た
。

高
良
大
社
を
襲
っ
た
こ
れ
ら
の
自
然
災
害
は
、
文

化
財
建
造
物
を
取
り
巻
く
環
境
の
的
確
な
保
全
が
、

文
化
財
保
護
に
不
可
欠
な
措
置
で
あ
る
こ
と
を
実
証

し
た
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。
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境
内
の
形
成
と
樹
木
の
管
理

ふ
た

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
日
光
二
社
一
寺
（
ニ

荒
山
神
社
・
東
照
宮
・
輪
王
寺
）
の
境
内
に
は
、
一

0
三
棟
も
の
国
宝
・
重
要
文
化
財
建
造
物
が
あ
り
ま

す
。
現
存
す
る
建
造
物
の
多
く
は
江
戸
前
期
に
建
て

ら
れ
た
も
の
で
す
が
、
日
光
山
は
奈
良
時
代
末
よ
り

信
仰
を
集
め
、
古
く
か
ら
社
堂
が
造
営
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
建
造
物
は
、
樹
高
六
0

m
、

保
全
す
べ
き
「
穎
境
」
の
概
念

文
化
財
建
造
物
を
取
り
巻
く
環
境
の
保
全
を
考
え

る
に
は
、
予
期
さ
れ
る
災
害
に
対
し
て
対
策
を
講
じ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
文
化
庁
の
環
境
保
全
事

業
は
、
そ
の
よ
う
な
目
的
を
果
た
す
た
め
の
も
の
で

す
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
も
、
文
化
財
建
造
物
を
今
日

に
伝
え
て
き
た
自
然
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、
歴
史

的
な
要
素
を
含
む
環
境
と
建
造
物
と
を
一
体
的
に
と

ら
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

農
村
の
民
家
を
例
に
考
え
る
と
、
屋
敷
地
の
中
に

は
農
作
業
用
の
ニ
ワ
や
、
庭
園
、
屋
敷
林
が
あ
り
、
屋

敷
地
の
周
囲
に
田
畑
が
広
が
り
、
用
水
路
が
流
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
を
里
山
な
ど
の
山
林
が
囲
み
、

地
形
や
気
候
に
即
し
た
生
態
系
が
見
ら
れ
ま
す
。
生

業
、
信
仰
、
芸
能
、
慣
習
な
ど
も
考
慮
す
べ
き
無
形

の
要
素
と
し
て
重
要
で
す
。

日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
包
括
的
な
環
境
を
「
風

土
」
と
し
て
認
識
し
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し
か

し
、
風
土
は
、
経
済
的
な
指
標
で
図
れ
る
も
の
で
は

な
く
、
ま
た
、
地
図
上
で
知
覚
す
る
に
は
相
当
な
知

昭
和
三
八
年
三
月
、
風
速
五
0

m
以
上
の
突
風
に

よ
り
、
東
照
宮
表
参
道
長
坂
一
帯
の
樹
木
一
六
一
本

が
倒
損
し
、
文
化
財
建
造
物
六
棟
が
被
害
を
受
け
ま

し
た
。
そ
の
後
も
大
猷
院
霊
廟
竜
光
院
参
道
脇
の
石

さ
さ
ら
こ
ぺ
い

燈
籠
群
や
石
柵
、
東
照
宮
表
門
西
側
の
彫
子
塀
な
ど

が
倒
木
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。
平
成
六
年

し
ん
よ
し
ゃ

二
月
に
は
、
二
荒
山
神
社
神
輿
舎
に
大
枝
が
落
下
し
、

軒
を
貫
通
し
ま
し
た
（
写
真
l

)

。
幸
い
建
造
物
の
全

壊
や
人
的
災
害
に
は
及
ん
で
い
ま
せ
ん
が
、
樹
勢
が

識
と
経
験
を
要
し
、
こ
れ
ま
で
の
国
土
開
発
や
都
市

開
発
の
中
で
、
物
理
的
に
破
壊
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
そ

の
考
え
方
ま
で
も
が
社
会
の
中
で
薄
れ
て
し
ま
っ
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
傾
向
は
日
本
に
限
る
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
見
慣
れ
た
風
景
が
失
わ
れ
て
い
く
こ
と
に
憂

慮
し
、
土
地
に
根
ざ
し
た
歴
史
や
文
化
と
と
も
に
、
歴

史
的
な
環
境
の
保
全
を
広
く
図
り
、
さ
ら
に
一
歩
進

め
て
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
出

す
手
法
の
開
発
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
や
地
域
で
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
風
景
保
全
再
生
法
、
イ

タ
リ
ア
の
ガ
ラ
ッ
ソ
法
な
ど
が
そ
の
例
で
す
。

こ
の
流
れ
の
中
で
、
人
間
の
生
活
に
影
響
を
及
ぼ

す
周
辺
の
物
理
的
空
間

”env
iro
n
m
e
nt
“
と
区
別
し

て
、
風
土
に
近
い
概
念
を
共
通
認
識
と
し
て
確
立
す

べ
く
、

"set
t
i

ng
"
と
い
う
言
葉
が
国
際
的
に
議
論
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
両
者
と
も
、
一
般
的
に
は
、
「
環
境
」

と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
年
の
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
（
I
C
O
M
o
s
)
.

総
会
で
も

”
s
et
t
i
n

g
~
が
議
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ

の
注
目
度
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
コ
モ
ス
日
本
国
内
委
員
会
事
務
局
長
・
文
化
財
保
存
計
画
家
年
入
匹
打

5
m
2

今
後
の
環
境
保
全
に
向
け
て

（写真2)樹木上

部にワイヤロープ

を巻き，弛みをも

たせて別の樹木根

元にロープ端を固

定。複数のロープ

の交互作用により

直接建物に倒伏し

ないようにする

文
化
財
建
造
物
と
周
辺
樹
木
の
管
理

幹
周
八

m
、
樹
齢
三
五
0
年
に
も
お
よ
ぶ
杉
の
巨
木

林
に
あ
っ
て
、
自
然
と
一
体
と
な
っ
た
森
厳
な
景
観

を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
風
土
形
成
に
お
い
て
は
、
室
町
時
代
に
植
林

た
い
ゆ
う

さ
れ
た
記
録
が
残
り
、
東
照
宮
お
よ
び
輪
王
寺
大
猷

い
ん
れ
い
ぴ
ょ
う

院
霊
廟
の
造
営
時
に
も
植
林
や
修
景
が
な
さ
れ
る
な

ど
、
古
く
か
ら
人
の
手
に
よ
っ
て
境
内
の
維
持
・
保

全
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
現
在
で
も
継
続
的
な
樹

木
の
管
理
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
老
木
化
や
腐

朽
、
強
風
等
に
よ
る
倒
木
、
落
枝
が
、
建
造
物
に
被

害
を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

基
本
計
画
の
重
要
性

envi
r
o
n
m
e
ntと
set
t
i

ng
は
、
環
境
に
か
か
わ
る
概

念
の
問
題
な
の
で
、
計
画
区
域
の
大
小
だ
け
で
区
別

す
る
こ
と
は
適
切
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

平等院鳳凰堂（京都）の背後にもマンションが迫る。文化財周辺の景観の

保全は急務と言える

衰
退
し
た
樹
木
も
多
く
見
ら
れ
、
境
内
林
の
管
理
は

ま
す
ま
す
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
社
一
寺
で
は
、
昭
和
三
八
年
の
被
害
を
機
に
、

建
造
物
周
辺
の
樹
木
に
、
樹
皮
を
養
生
の
上
、
ワ
イ

ャ
ロ
ー
プ
に
よ
る
吊
込
み
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
（
写

真
2

)

。
平
成
一

0
1
―
二
年
度
に
は
、
国
庫
補
助
に

よ
り
こ
の
取
組
を
促
進
し
ま
し
た
。
幹
の
空
洞
化
等

に
よ
り
倒
木
の
危
険
性
が
高
い
樹
木
に
対
し
て
は
、
国

立
公
園
特
別
保
護
地
区
や
史
跡
内
で
あ
る
た
め
、
関

連
法
の
手
続
き
に
従
い
、
原
則
と
し
て
枯
死
木
を
対

象
に
伐
採
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建
造
物
の
棟
高
よ
り

樹
高
が
高
い
樹
木
に
は
、
落
雷
が
多
い
こ
と
か
ら
、
五

二
本
を
選
ん
で
避
雷
突
針
を
設
置
し
、
建
造
物
の
避

雷
を
兼
ね
た
樹
木
の
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

危
険
木
の
早
期
発
見
に
は
日
常
の
点
検
管
理
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
各
社
寺
で
は
林
務
担
当
者
が
定
期
的

な
巡
視
を
行
い
、
樹
勢
、
空
洞
化
や
腐
朽
の
状
況
、

枯
枝
の
有
無
、
動
物
や
雪
に
よ
る
損
傷
の
度
合
い
、
表

土
の
洗
掘
の
状
況
等
を
点
検
し
て
い
ま
す
。

倒
木
や
落
枝
に
よ
る
文
化
財
建
造
物
の
被
災
の
み

な
ら
ず
、
参
道
に
張
り
出
す
大
枝
、
根
の
成
長
に
よ

る
石
垣
の
は
ら
み
だ
し
な
ど
、
樹
木
管
理
は
参
拝
者

の
安
全
確
保
や
境
内
全
体
の
環
境
と
景
観
の
保
全
に

不
可
欠
な
事
項
で
す
。
樹
木
医
に
よ
る
診
断
や
科
学

的
手
法
に
よ
る
調
査
な
ど
を
取
り
入
れ
、
適
切
な
対

策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
組
に
向
け
て
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文
化
庁
文
化
財
部
で
は
、
文
化
財
建
造
物
の

震
災
対
策
の
一
環
と
し
て
「
重
要
文
化
財
（
建

造
物
）
耐
震
診
断
指
針
」
等
を
策
定
し
て
建
造

物
耐
震
診
断
の
推
進
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

文
化
財
建
造
物
の
震
災
対
策
は
原
則
と
し
て

所
有
者
の
責
務
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
実
施
に

は
専
門
知
識
を
要
し
、
所
有
者
の
経
済
的
負
担

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
か
ね
て
よ
り
診
断
費
用

等
の
支
援
が
求
め
ら
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

文
化
庁
で
は
、
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
を

対
象
と
し
て
、
平
成
一
七
年
度
か
ら
国
庫
補
助

事
業
「
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
耐
震
診
断
事

業
」
を
実
施
し
ま
す
。

「
耐
震
診
断
指
針
」
で
は
、
所
有
者
が
自
ら
文

化
財
建
造
物
の
耐
震
上
の
課
題
を
把
握
す
る
た

め
の
「
所
有
者
診
断
」
、
建
築
構
造
の
専
門
家
に

よ
っ
て
建
造
物
の
耐
震
性
能
を
把
握
す
る
「
基

礎
診
断
」
、
よ
り
詳
細
な
解
析
を
行
う
「
専
門
診

断
」
の
三
段
階
を
定
め
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

耐
震
診
断
事
業
で
は
こ
の
う
ち
「
基
礎
診
断
」

タリパーンに破壊されたバーミヤーンの大仏と遺跡群については．周辺の

耕地や集落．古道まで含めたバーミヤーン渓谷の文化的景観を保全する方

向で計画策定が進められている

文
化
財
保
護
法
に
規
定
す
る
「
環
境
保
全
」
は
、

き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
範
囲
を
計
画
区
域
と
し
ま
す

が
、
問
題
は
常
に
複
合
的
で
、

s
et
t
i

ng
と
い
う
考
え
方

に
近
い
も
の
で
す
。

例
え
ば
、
文
化
財
建
造
物
周
辺
の
危
険
木
対
策
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
境
内
林
や
屋
敷
林
は
、

防
風
や
防
火
な
ど
の
防
災
機
能
を
有
し
、
ま
た
、
修

理
用
資
材
の
確
保
と
も
か
か
わ
り
を
も
ち
ま
す
。
当

然
、
こ
れ
ら
の
形
成
に
は
植
樹
と
い
う
行
為
が
加
わ

っ
て
お
り
、
文
化
財
の
敷
地
の
造
成
過
程
を
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
社
寺
の
由
緒
と
か
か
わ

る
樹
木
は
、
御
神
木
と
し
て
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
幼

を
補
助
対
象
と
し
ま
す
。

補
助
対
象
経
費
は
基
礎
診
断
実
施
要
領
に
示

す
①
「
基
礎
診
断
書
」
の
作
成
経
費
で
、
必
要

に
応
じ
て
②
「
耐
震
性
能
の
向
上
措
置
に
係
る

提
案
書
」
の
作
成
経
費
を
加
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
「
耐
震
性
能
の
向
上
措
置
に
係
る
提
案

書
」
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の

提
案
内
容
が
重
要
文
化
財
と
し
て
の

価
値
を
損
な
わ
な
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
文
化
財
専
門
技
術
者
の
技
術
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
震
時
に
お
け
る
文
化
財
建
造
物

の
安
全
性
確
保
は
、
強
い
地
震
の
際

に
も
人
命
に
重
大
な
影
響
を
与
え
な

い
こ
と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。
文
化

財
と
し
て
の
価
値
を
損
な
わ
な
い
範

囲
で
の
補
強
等
を
進
め
る
と
同
時
に
、

維
持
管
理
や
使
用
方
法
の
改
善
、
周

辺
環
境
の
整
備
、
防
災
施
設
の
充
実

等
は
被
害
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

景
観
法
と
文
化
財

耐震診断の流れ
重要文化財（建造物）耐震診断

事業の補助対象範囲

い
こ
ろ
に
遊
ん
だ
思
い
出
や
、
季
節
ご
と
に
う
つ
ろ
う

風
景
の
中
で
、
文
化
財
所
有
者
の
特
別
な
愛
着
に
つ

な
が
っ
て
い
る
樹
木
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、

危
険
木
対
策
で
は
、
樹
勢
と
と
も
に
、
歴
史
的
、
文

化
的
な
意
味
や
、
所
有
者
の
心
情
な
ど
を
十
分
に
考

慮
し
な
が
ら
、
慎
重
に
危
険
木
の
選
定
と
対
策
の
検

討
を
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

数
本
の
木
を
切
る
。
こ
れ
だ
け
の
行
為
で
も
、
前

述
の
よ
う
な
作
業
を
要
す
る
の
で
す
か
ら
、
環
境
保

全
の
計
画
が
、
文
化
財
保
護
法
が
示
す
「
文
化
財
の

保
存
に
必
要
な
範
囲
」
か
ら
、
一
般
に
考
え
る
「
歴

史
的
風
致
」
に
ま
で
広
が
り
、
利
害
関
係
者
が
増
え

た
と
き
に
は
、
考
慮
す
べ
き
要
素
は
多
様
か
つ
多
数

に
及
び
、
調
整
も
難
し
く
な
り
ま
す
。
計
画
範
囲
が

広
範
に
な
る
に
つ
れ
、
考
え
方
の
骨
子
を
示
す
基
本

計
画
が
重
要
性
を
持
つ
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

平
成
一
七
年
六
月
に
景
観
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

文
化
財
建
造
物
の
周
辺
の
環
境
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
、
重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
環
境
保
全
事
業
で

行
う
、
建
造
物
と
一
体
的
な
価
値
を
も
っ
と
し
て
重

要
文
化
財
の
一
部
と
し
て
土
地
指
定
す
る
、
史
跡
や

名
勝
と
し
て
指
定
す
る
な
ど
、
文
化
財
保
護
法
に
基

づ
い
て
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
い

ず
れ
も
、
文
化
財
所
有
者
の
権
利
が
及
ぶ
範
囲
に
と

ど
ま
り
ま
す
。

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
は
、
「
伝
統
的
建
造
物

詈
言
[
』
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今
後
の
取
組
に
向
け
て

補強，修理の実施

群
及
び
こ
れ
と
一
体
を
な
し
て
そ
の
価
値
を
形
成
し

て
い
る
環
境
を
保
存
す
る
た
め
」
定
め
る
地
区
で
周

辺
環
境
を
含
め
た
保
存
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
白
馬
村
青
鬼
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
（
長

野
）
で
は
、
棚
田
や
用
水
路
、
鎮
守
の
杜
な
ど
を
環
境

物
件
と
し
、
歴
史
的
環
境
を
成
す
要
素
と
し
て
伝
統

的
建
造
物
と
一
体
的
に
保
全
し
て
い
ま
す
。
単
体
の

文
化
財
建
造
物
に
あ
っ
て
も
、
よ
り
広
く
周
辺
環
境

の
保
全
を
図
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
そ
の
実
現
手
段
の

―
っ
と
し
て
景
観
法
に
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

文
化
財
保
護
法
と
景
観
法
を
組
み
合
わ
せ
、
空
間

的
に
も
、
歴
史
的
・
文
化
的
文
脈
と
し
て
も
一
体
的

な
ま
と
ま
り
を
も
つ
景
観
を
つ
く
り
あ
げ
、
そ
れ
が
生

活
を
潤
し
、
地
域
の
経
済
活
動
を
生
み
出
し
、
町
を

活
性
化
さ
せ
る
。
そ
ん
な
構
図
が
描
け
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

景
観
法
の
成
立
に
よ
り
、
文
化
財
周
辺
の
歴
史
的

風
致
を
保
全
す
る
道
具
を
得
た
と
い
え
ま
す
が
、
前

述
し
た
よ
う
に
広
域
的
な
景
観
計
画
は
大
変
難
し
い

も
の
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
計
画
要
素
や
価
値
観
が
か

ら
み
合
う
中
で
、
静
観
し
て
い
て
も
文
化
財
に
対
す

る
十
全
な
配
慮
が
な
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

今
後
は
、
景
観
行
政
団
体
と
な
っ
た
地
方
自
治
体

が
景
観
計
画
を
策
定
し
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
は
文

化
財
担
当
部
局
を
含
む
関
係
局
課
が
積
極
的
に
協
力

し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。

重
要
文
化
財
（
建
造
物
）
耐
震
診
断
事
業

文
化
財
部
参
事
官
（
建
造
物
担
当
）
付
整
備
活
用
部
門

被
災
時
に
必
要
と
な
る
措
置
を
検
討
し
て
お
く

こ
と
も
重
要
で
す
。
耐
震
診
断
事
業
の
成
果
が

文
化
財
建
造
物
の
安
全
性
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
事
業
の
取
扱
い
要
領
お
よ
び
必
要
書
式
は

文
化
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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♦
長
官
対
談
♦

【
文
化
人
の
本
音
】
河
合
隼
雄
文
化
庁
長
官
対
談

柳
生
博
日
本
野
鳥
の
会
会
長

【
長
官
コ
ラ
ム
文
化
庁
の
抜
穴
】

◆
特
集
◆

世
論
調
査
か
ら
見
る
国
語
意
識

【
文
化
庁
提
言
】

世
論
調
査
と
国
語
施
策

【
座
談
会
】

世
論
調
査
に
見
る
現
代
の
敬
語
意
識

…
…
…
杉
戸
清
樹
•
井
田
由
美
・
松
村
由
紀
子

【
資
料
】

平
成
一
六
年
度

面
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」
の
結
果

◆
文
化
庁
ニ
ュ
ー
ス
◆

国
際
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

平
成
一
七
年
度
「
言
葉
」
に
つ
い
て
考
え
る

体
験
事
業
開
催
地
一
覧

□国
国
園

文
化
財
建
造
物
の
防
災
に
お
い
て
は
、
侮
年
一

月
二
六
日
の
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」
に
合
わ
せ
て

各
地
で
防
火
演
習
を
行
う
な
ど
、
火
災
に
つ
い
て

の
定
浩
し
た
取
維
を
有
し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
環

境
保
全
に
つ
い
て
は
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
少
な
か

っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
文
化
財
建
造
物
の
防
災

に
か
か
わ
る
施
設
や
設
備
は
、
文
化
財
の
価
値
に

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
周
辺
の
歴
史

的
な
景
観
を
損
な
う
こ
と
が
な
い
よ
う
、
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
設
置
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
良

◆
連
載
◆

【
い
き
い
き
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
美
術
館
・
博
物
館
事
業
レ
ポ
ー
ト
】

愛
媛
県
立
美
術
館

【
芸
術
文
化
の
風
】

「
メ
デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
」
っ
て
何
だ
ろ
う
？

【
著
作
権
Q
&
A
「
著
作
権
な
る
ほ
ど
質
問
箱
」
か
ら
】

歌
手
や
俳
優
、
レ
コ
ー
ド
会
社
に
は
ど
ん
な
権
利
が
あ
る
の
？

【
文
化
交
流
使
の
活
動
報
告
】

村
井
健
・
演
劇
評
論
家

【
伝
建
地
区
を
見
守
る
人
々
伝
建
歳
時
記
】

選
定
一

0
周
年
記
念
事
業
と
千
灯
祭
．

【
史
跡
を
楽
し
む
】

広
が
る
文
化
財
保
護
の
輪

【
言
葉
を
み
つ
め
る
】

会
話
の
進
め
方

【
地
域
か
ら
の
「
文
化
力
」
発
信
】

「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
事
業
」
（
公
立
文
化
施
設
公
演
）

【
「
文
化
人
（
ぷ
ん
か
び
と
）
」
．

m
関
西
関
西
元
気
文
化
圏
で
活
躍
す
る
人
々
】

震
災
の
地
か
ら
文
化
力
で
復
興
を
応
援

【
風
を
呼
ぼ
う
、
わ
が
町
に
登
録
有
形
文
化
財
建
造
物
と
の
歩
み
】

地
場
産
業
捩
興
を
支
え
た
文
化
財
建
造
物
新
た
な
未
来
に
向
け
て

で
日
本
の
伝
統
美
と
技
を
守
る
人
々
】

宮
内
庁
式
部
職
楽
部
・
雅
楽

【
国
宝
・
重
要
文
化
財
を
も
っ
と
楽
し
む
方
法
】

文
化
財
保
存
科
学
の
お
は
な
し

【
日
韓
友
情
年
事
業
紹
介
】

友
情
年
も
中
盤
、
熱
の
入
っ
た
事
業
を
展
開

い
仕
事
ほ
ど
目
立
ち
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
人
知

れ
ず
文
化
財
建
造
物
を
支
え
る
技
術
や
努
力
を
、

本
特
集
で
少
し
で
も
ご
紹
介
で
き
れ
ば
と
考
え
ま

し
た
。
二
歳
の
息
子
が
東
映
系
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ

ー
に
夢
中
で
す
が
、
七
年
程
前
に
放
映
さ
れ
た
救

急
戦
隊
ゴ
ー
ゴ
ー
フ
ァ
イ
プ
で
は
「
進
め
！
防
災

た
ま
し
い
！
」
と
い
う
歌
が
流
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
大
地
が
揺
れ
て
も
、
心
揺
ら
す
な
、
落
ち
着
い
て

察
知
、
試
さ
れ
る
ju
d
ge
!

」
そ
ん
な
く
だ
り
を
口
ず

さ
み
な
が
ら
の
編
集
で
し
た
。
（
下
間
久
美
子
）

ほ
か

美術館・博物館チケットプレゼント

今月号の展覧会等のチケットプ

レゼントは，

A 京都国立t朝勿館

膚馬の翔けた時代」 3組（ベア）

B 国切可閂英箭館

ぽ換期の作法」 3組（ペア）

です。ご希望の方はアンケートハ

ガキのチケット応募欄に必要事項

をご記入のうえ， 8月1日（月）まで

にご投函ください（当日消印有効）。

＊チケット発送をもって当選発表にかえさせ
ていただきます。
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